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　鈴木下水道部長

【質疑】

　《回答》

　　る程度容量には余裕があったほうがよいと思われるので、ダウンサイジン
　　グについてはよく検証して進めたほうがよいと思います。

　　てあるのでしょうか。資料1-3の主な事業内容に記載されている注１がそ

　《回答》
　　資料1-1の第２章（P12）で下水道事業の課題を挙げており、その１番目に

　　経営方針においても計画期間におけるテーマを「老朽化対策を軌道にのせ
　　る１０年とする」と設定をさせていただき、着実な推進を令和５年からし

　　「下水道施設の老朽化対策（ストックマネジメント実施方針）を着実に実
　　施する必要があります」としており、下水道施設の老朽化が急速に進む中
　　で、調査・維持修繕に力を入れていきたいと考えております。第３章（P14）

　　っかり進めていくとしています。令和５年からの増加に関しては、そのス
　　トックマネジメントを着実に実施することによる維持管理費を反映してお
　　ります。　

　　の規模をダウンサイジングするかは決めていない状況です。今後、人口が減
　　少する見通しとなった際、処理水量等を勘案し市全体の下水道施設をどうい
　　う形にしていくのかを検討・議論し、ダウンサイジングが必要になった場合
　　に実施していこうという段階でございます。今現在で将来どれぐらい減らす
　　かというところはまだ決めておりません。

　【意見】
　　分流地区で雨天時浸入水の影響が想定以上の水が来ることもあり得るので、
　　下水道の場合、想定以上の負荷がかかる可能性があると思う。そのためあ
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[下水道管路課] 中村課長・小松補佐

（１）資料1-1　P23に処理場のダウンサイジングのイメージがありますが、ダウ
　　ンサイジングは処理容量を小さくすることになりますが、今の藤沢市の１日
　　の処理計画容量がどのくらいで、将来的に何割ぐらいダウンサイジングする
　　のか教えてください。

非公開の理由

   会　議　録　要　旨

会議名 　令和４年度　第３回藤沢市下水道運営審議会

開催日時 　2022年（令和４年）８月１日（月）午前9時32分～午前11時35分

開催場所 　本庁舎５－１、５－２会議室

《議題》
１　中期経営計画の策定について
　　　資料１－１～１－３に基づき説明。

（２）資料1-1　P43収益的収支（試算）で、2020～2021年度の維持管理
　　費が53～56億円になっているが、短期計画が始まる2023年度には66億円と
　　なっており、急激に伸びている。何か特別な事業をやるということが書い

　　こにあたるのでしょうか。

　　藤沢市の現在の見通しでは、まだ人口が減少しない見込みのためどのくらい

審議等の概要
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　　理流量で考えないと、現状の処理方式を使う限り難しいという感じがしま
　　す。P44に、維持管理費が今後１０年間で１５％上がるとあり１年を平均
　　すると１．５％となる。今後１０年、１．５％の値上がりというのはあり

　　てまいります。

　　資料1-1 P47の「収支構造の適正化に向けた方針」でお示ししておりますが

　　たいということになるのかと思います。そのことが一番大きな危機とさ
　　れていると思いますが、手持ちの現金を増やすためには下水道使用料で
　　お願いしたいということと理解していますがいかがでしょうか。また、

　《回答》
　　経営の安定性から見ると１００％が望ましく、これに近づけていくために
　　は下水道使用料で利益を上げていくことが近道でございます。今回は老朽

（５）資料1-1 P41の下の表で、③流動比率だけ評価がバツだが、流動比率は
　　１年以内に支払うべき債務に対し支払う現金等がある状況で、藤沢市は
　　下水道料金を上げ収入を得ることで、６４．８６％を１００％に近づけ

（４）資料1-3裏面 資本的収支の一番下に、利益が上がった部分は補填財源と

　　は、その年々によっての大きなトピックスが記載がございませんで、第４
　　章の事業計画の内容と結びつくようトピックスを加え、ひもづくような説
　　明を加えるよう修正させていただきます。

　　します。何か大きい施設を造るか改良をするからという意味合いだと思い
　　ますが、その辺りを分かりやすく記載したほうがよいのでは。何の計画に
　　基づいてこういうものを建設・改良しないといけないと、注記などで記載
　　したほうが分かりやすいと思います。
　《回答》
　　資料1-3の裏面で施策別の事業費を記載しておりますが、資料1-1　P45で

　　それに対して積立てがどのようになっているか示されているのでしょうか。
　《回答》

　　が、コラム的に分かりやすくページをまとめるなど改めて分かりやすくし

　　減債積立て及び起債残高は、下水道会計で独立しています。資料1-1 P8に
　　借入金の推移を示しており、先の見込みについてはP45に示しております

　　して減債積み立てをするとあるが、起債残高に対して減債積立をこれだけ
　　積み立てるとか、起債残高がグラフ化されているのでしょうか。また、
　　減債積立金は、市全体での積立てなのか、下水道部として独立して持って
　　いるのか。起債残高は下水道部として幾らというのは出ていると思うが、

　　化対策を軌道に乗せるために維持管理費の金額が上がり、また経費回収率
　　を令和９年度時点で１００％にするために１２．７％の改定を想定してい
　　ますが、今後は将来に向けて安定経営を考えた場合、建設改良積立てを含
　　めた使用料改定など議論をお願いしていくことになるかと考えております。

（６）ダウンサイジングを考える際、１日平均の処理量でなく時間当たりの処

　《回答》

　　市民の皆様には、経営の安定性を図るという安定性という観点をまず御理
　　解願わなければならず、そのためには、経常収支比率が１００％に近づけ
　　るには黒字化が必要で、主要財源が問題になってきます。もうひとつは、
　　独立性で一般会計の繰入金は、適正な額のみしかいただけず、独立した
　　採算をやらなければいけません。その２つを兼ね合わせると、主要財源の
　　見直しを図らざるを得ないというのが観点となり、その点を整理し示して
　　まいります。

（３）資料1-1　P45資本的収支（試算）で建設改良費にばらつきが大きい気が

　【意見】
　　この数値の意味は結構重要なものだと思います。注釈など少し記載したほ
　　うがよいと思います。

　　が増える説明ですが、アセットを十分に機能させると建設改良投資が抑え
　　られるのか。

　　ます。現状はそれ以上の物価上昇をしており危惧はされますが、計画の進
　　捗状況を把握し５年ごとに見直しを行う予定です。また、アセットマネジ
　　メントの本格運用が始まると、人、物、金の効果をどう表していくのか等

　　物価の高騰に関しては、計画策定時に０．８％の物価上昇分を見込んでい

　　その説明は大変だと思うがよく整理して市民にお伝えしていただきたい。

審議等の概要

　　を含めて御報告をさせていただきますが、金額的なところは現状把握でき

　　得ないと思います。昨今、８月から家庭用品などが値上がりしているので
　　心配だと思います。P52に、建設改良費の投資があり、将来、更新・改築
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　　りやすいと思います。
　《回答》
　　具体的な件数の推移を記載し、分かりやすくお示しできるように構成して

　《回答》
　　４月からの値上げを検討しております。上水道についても現在検討を行っ
　　ているがまだ先の予定と聞いております。

（13）多量排水者について、具体的に件数など数値の推移があると市民が分か

　　まいります。

　《回答》
　　累進度の説明については、改定素案の中に加えたいと思います。趣旨とし

　　造的に変える必要があるということと、他都市との比較などを加え説明に

（12）実際の値上げのタイミングはいつになるのか。水道料金も値上げされる
　　と思われるが、時期は一緒なのか。

　　した説明が必要だと思います。他の事業体、自治体との比較なども含め丁
　　寧に説明をされたほうがよいと思います。

　　ては、多量排水者の数が減少しており、下水道使用料の体系そのものを構

　　入れていきたいと思います。

（11）累進度がどの程度が適切なのか判断することは難しいですが、改定の素

　　える形で、再度考え直したいと思います。

　　案は、大量に排出する企業に対する負担はできるだけ抑えられるが、一般
　　家庭への負担が相対的に見ると引き上げるという案になるため、きちんと

　　資料２－１～２－３に基づき説明。　　　

（10）下水道の経営努力について、今まで行ってきた部分を整理し資料に掲載
　　したほうがよいのでは。定量的に出せないのであれば定数的な表現で、過
　　去にやってきたことを示したほうがよいと思います。
　《回答》
　　例えば１の経過の中に、今までの固定費部分の経営努力について表現を加

《議題》
２　下水道使用料の改定（素案）について

　　から持ってきているのか。

　《回答》
　　点検調査に関しましては含めておりません。点検調査は、収益的収支に入
　　っており、建設改良投資は、資本的収支に入っております。P12の解説に

　　点検・調査と右の修繕・改築の予算の紐づけを市民の方に分かりやすい説
　　ストックマネジメント実施方針がありますが、この解説にある下の左側、

　　明を加えさせていただきます

　　られるものがあります。

　《回答》
　　建設投資の平準化を見込むにあたり、点検と調査を維持管理でしっかり行
　　うことで改築量が見込めることになります。まずはこの点検・調査を早急
　　に行うための不足分については、使用料で充当し、将来的な改築について

　　ございます。

（８）P52の建設改良投資というのは、改築の費用の部分で、点検・調査の費用
　　も含めているのか。

　　は企業債借入額を抑制するため積立てを持っておきたいというのが趣旨で

審議等の概要

（９）P11下のグラフで、資本的収支のＲ３年を見るとグリーンの建設改良費、
　　グレーの企業債償還元金とあるが、この企業債償還元金の原資は減債積立

　《回答》
　　企業債償還元金の原資は、減債積立金、一般会計からの繰入れを一部受け

　　ておりません。P22でイメージでお示しをしておりますが、ストックマネジ

（７）P22のアセットマネジメント手法に基づいて改築更新する場合、平準化
　　されることになり、P52のグラフにならないのではないか。端的に言うと
　　積立金が要らないのではないか。

　　メントをアセットマネジメント手法に基づいてやっていくことで、全体的
　　な建設投資は平準化されるというイメージを示しております。
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その他

（２）審議会日程の時間変更について（第６回　10：00→14：30）

　　　募集を行っていることを報告。
　　　学及び辻堂浄化センターの施設見学を企画（８月１０日）定員２０名で

（１）辻堂辻堂浄化センター施設見学について
　　　見える化の推進として、令和５年までの合流式下水道緊急改善工事の見
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